
 連携先 

松庫義弘（「かすみがうら市子ども未来フェ

ス」実行委員）

かすみがうら市教育委員会生涯学習課

 顧問教員 

西野由希子（人文社会科学部・教授）

 参加者 

西川　拓真（人文学部社会科学科　3年）

 プロジェクトの概要 

●かすみがうら市で2018年３月11日に開催

される「かすみがうら市子ども未来フェス」

に向けて、実行委員会の方と意見交換等を行

い、学生の意見を取り入れていただきながら

ボランティアという形で当イベントをサポー

トさせていただく。かすみがうら市では、近

隣のつくば市における教育環境の向上を注視

しており、それに追随するかたちで当イベン

トを行うに至った。実行委員のメンバーは退

職された市民の方が主であり、子供たちに

様々な学習分野に興味をもってもらいたい、

将来の夢をより明確に抱いてもらいたい、と

いった思いで当プロジェクトを運営している。

2018年度は４回目の開催であり、これまで

にも宇宙や化学実験に関する体験型講座など

を行っており、子供たちが自ら体験すること

で学習の幅を広げる重要なツールとなってい

る。

●本年度の第４回「かすみがうら市子ども未

来フェス」においては、学プロ初年度という

こともあり、当日スタッフとしてお手伝いさ

せていただくことがメインの活動となる。今

年度は４つの体験型講座が開かれるため、そ

れぞれに当日のみのボランティアを含む学生

を配置し、子供たちの意欲的な学習のサポー

トを行う。その実現のため、当イベントの実

行委員による現地ミーティングに参加させて

いただき、学生もメンバーの一員として当イ

ベントに関わることとなる。かすみがうら市

においては、今まで学生と地域の人々の連携

活動があまり多くはなかったため、このプロ

ジェクトをきっかけとして、学生の県南地域

での活動がより盛んになることが見込まれる。

 プロジェクトの成果報告 

●今年度は当サポートプロジェクトの発足年

ということもあり、企画段階から学生の意見

を取り入れていただくことは難しく、当日の

スタッフとしての活動がメインとなった。次

年度からは、当イベントに学生の意見を反映

し、かすみがうら市の子供たちにより具体的

な将来の展望や、未知の分野への興味を抱い

てもらおうと考えている。現地ミーティング

に関しても、最終段階の打ち合わせからの参

加であったため、決定事項の確認や当日使用

する設備をまわるといった活動が主であった。

次年度には初期段階からの参加を行い、企画

段階での提案や、より興味関心を惹きやすい

イベント設計などに関われるような活動を

「かすみがうら市子ども未来フェス」サポート活動 

　代表者：人文学部社会科学科　２年　神田　紗帆　
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行っていきたい。また、今年度は期間や発足

時期の影響などもあり、メンバーの構成や十

分なチーム内での連携が行えなかった。連携

先の方々と打ち合わせを行った内容の共有が

不十分であったなど、協力関係になかったた

めに書類などの不備、行き違いが起こってし

まった。そのため、今後はメンバーを増やし

つつ、チーム内での役職の確認や役割分担、

及び諸連絡のリマインドを積極的に行うこと

で、当チーム全体として積極的に「かすみが

うら市子ども未来フェス」に参加していくよ

うな体制をつくっていきたいと考えている。

●「かすみがうら市子ども未来フェス」に学

生が携わるのははじめてのことであり、実行

委員会の方たちからも対象となる子供たちに

近い年齢の学生からより近い立場での提案を

受けたい、との意見を度々いただいた。これ

らを参考に、わたしたち学生が子供の頃に参

加したかった体験や、子供たちがさらに広い

世界に羽ばたいていく視野を得られるような

企画を提案し、実行委員の方々、チームメン

バー、顧問の先生、そして参加者の子供たち

と一緒に楽しく学べるような場を作りあげて

いきたい。

当日のポスター
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